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日米対話「チャイナ・リスクとチャイナ・オポチュニティ」
　近年、アジア太平洋地域内外におけ

る国際戦略環境の劇的な変化が進む

中、同地域にインド洋を加えた「イン

ド太平洋」というより広い地理的枠組

において、既存の自由で開かれたルー

ルを基盤とした国際秩序の維持・発展

を図る戦略の重要性が急速に高まって

いる。その中で、中国は、「一帯一路」の

展開などを通じて、国際的発言力を高

め、この地域の国際秩序のあり方に決

定的な影響を与えつつある。そこで日

本は、最重要の同盟国である米国と共

に、この地域の望ましい地域秩序に中

国をどう組み込むべきかについて、具

体的な政策調整を進める必要がある。

　このような問題意識に基づいて、グ

ローバル・フォーラム（GFJ）は、米

国カーネギー国際平和財団（CEIP）

との共催により、３月２日、東京で「日

米対話：チャイナ・リスクとチャイナ・

オポチュニティ」を開催した（写真）。

　当日は、来日したジェームズ・ショ

フCEIP上級研究員、マイケル・スウェ

インCEIP上級研究員、エヴァンズ・

リヴィア・オルブライト・ストンブリッ

ジ・グループ上級顧問、ニコラス・セー

チェーニ米CSIS日本部副部長、ミラ・

ラップ＝フーパー・イェール大学法科

大学院上級研究員の５名の米国側パネ

リストが、神谷万丈GFJ有識者メン

バー等８名の日本側パネリストと「対

話」を行った。一般公開されたことも

あり、参加者総数は129名に上ったが、

特に注目された米側発言は次の通り。

●マイケル・スウェイン氏：中国の対

外政策には略奪的なイメージが付いて

回るが、実際には、例えば、通商面で

は世界貿易機関（WTO）のルールに

忠実な部分も少なくない。中国理解に

は、多面的な分析が不可欠だ。

●ミラ・ラップ＝フーパー氏：中国は

電磁空間や人工知能など、世界的に規

範が確立していない分野で、急速に独

自のルールを確立しつつある。今こそ、

日米両国はこれら動きに迅速に対応で

きる協力体制の構築が急務である。

●エヴァンズ・リヴィア氏：中国は「一

帯一路」を通じて周辺地域のインフラ

ニーズに寄与しつつ、自国のソフトパ

ワーを拡大させている。問題は、透明

性の確保である。日米は、引き続き中

国をルールに基づいたリベラルな国際

秩序に取り込む道を模索すべきだ。

●ジェームズ・ショフ氏：現在、日米

両国は、ローエンド領域（海、電磁空

間、スパイ、宇宙等）およびハイエン

ド領域（国家間紛争）の両方の領域に

おいて、柔軟な協力体制を確立しつつ

ある。この背景には、日本の安全保障

関連法と防衛大綱の改定や、東日本大

震災をきっかけとした日米間での情報

収集・共有などがあげられる。

●ニコラス・セーチェーニ氏：日本の

戦略的課題は中国との安定的な関係構

築にある。中国の野心が不透明である

以上、経済と防衛をどう米国および他

の地域国とネットワーキングさせられ

るかが、重要である。日米豪印戦略対

話は対中戦略において重要な枠組みと

いえる。

インド太平洋時代の日印関係を考える
　第301回国際政経懇話会は、３月26

日に堀本武功・岐阜女子大学客員教授

（写真中央）を講師に迎え、「インド太

平洋時代の日印関係」と題して、次の

ような講話を聴いた。

　「アジア太平洋」（日米主軸の経済・

安保体制）にインドを加えた「インド

太平洋時代」という概念は2010年に日

本主導で提唱された。この背景には、

政府開発援助や直接投資を介した日印

間での経済連携強化や米印関係の緊密

化などが挙げられる。今後の日印関係

だが、中国の存在は無視できないもの

の、両国はその関係をインド太平洋の

公共財としてとらえ、アジアにおける

経済・政治枠組みを構築すべきである。

・ ・ ・
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　グローバル・フォーラムのホームページ（http://www.gfj.jp）上のe-論壇「議

論百出」への最近３ヶ月間の投稿論文を代表して、下記論文を紹介する。

議論百出から

　５月29日、マイク・モチヅキ・ジョー

ジ・ワシントン大学教授（写真）は、

当フォーラムの第144回外交円卓懇談

会において、標題のテーマについて、

次のように語った。

　米国のトランプ政権は、中国につい

て、自国の価値観に反する覇権的な修

正主義国であるとして、「自由で開か

れたインド太平洋」戦略を通じて対抗

する姿勢にある。たしかに中国の覇権

性は否定しがたいが、ただし、公共財

と戦争原因の二重性を特徴とする海洋

の安全保障については、問題の多面性

に配慮しつつ慎重に対応すべきだ。

３月１日、５月１日　『メルマガ・グ

ローバル・フォーラム』（通巻第

81号、82号）発行

３月２日　日米対話「チャイナ・リス

クとチャイナ・オポチュニティ」

（James SCHOFFカーネギー国際

平和財団上級研究員、神谷万丈

GFJ有識者メンバー等129名、国

際文化会館「講堂」にて）

３月26日　第301回国際政経懇話会（堀

本武功岐阜女子大学客員教授他21

名）

４月１日　『GFJ-E-Letter』（通巻第67

号）発行

４月18日　第143回外交円卓懇談会

（Mireya SOLIS氏他18名）

５月29日　第144回外交円卓懇談会

（Mike MOCHIZUKI氏他21名）

　４月18日、ミレヤ・ソリース・ブルッ

キングス研究所東アジア政策研究部長

（写真）は、当フォーラムの第143回外

交円卓懇談会において、標題のテーマ

について、次のように語った。

　トランプ政権による米国の脱退で一

度は頓挫しかけた環太平洋パートナ

シップ協定（TPP）だが、日本の見事

な主導力により、まずは「TPP11」成

立までこぎつけた。米国内でTPP復

帰の機運が高まる今こそ、「日本の真

価」が問われている。

・
・
・

・ ・ ・

　古代から第二次世界大戦まで、世界

秩序の中心は常にユーラシアにあっ

た。冷戦期はユーラシアから遠く離れ

た米国が世界的な影響力を行使する例

外的な時期であった。現在進みつつあ

る、米国を中心とした世界秩序の浸食

は、世界秩序の枢軸が徐々にユーラシ

アに戻ることを示している。これは３

つのことを意味する。第１に、この地

域では、地理的・歴史的条件の重要性

が、再び明白になってきている。ユー

ラシアの大国である中国とロシアは、

地理的な近接性・接続性や歴史的なつ

ながりを使いながら、勢力圏を回復し、

グローバルな存在感を高めようとして

いる。第２に、この地域では、自由民

主主義と権威主義の対立が鮮明化して

いる。今日の権威主義体制はかなり洗

練されており、特に中国は、政治的な

自由化・民主化なしに経済発展が可能

なモデルを提示し、多くの途上国を惹

きつけている。第３に、この地域の国

際関係は、大国と小国の間の平等な

パートナーシップという理想からます

ます遠ざかっている。この状況を改善

するには、新たなグローバル・メカニ

ズムが必要だ。

　こうした状況のなか、自由民主主義

国家が世界の指導者たり続けるために

は、権威主義国家よりも途上国を助け

国際秩序を構築する能力があることを

示す必要がある。武力より模範の力が

重要だ。

 （2018年４月18日付投稿）

５ /21　「朝鮮半島の行方と世界」（真

田幸光）

５/13　「モリカケより深刻な日銀の巨

大リスク」（中村仁）

５ /７　「尖閣諸島を守るための基本

方策」（佐藤有一）

４ /５　「日本社会における国際法の

認知度の低さ」（篠田英朗）

３ /29　「Rexitの後に来るもの」（大井

幸子）

３ /26　「スリランカは『右傾化する世

界の縮図』」（六辻彰二）

３ /14　「追い詰められた北朝鮮」（加

藤成一）

３ /７　「ユーラシアにおける中露関

係のアンビバレンス」（廣瀬陽子）

最近３ヶ月間で注目されたその他の論文

―・・・―

日米中関係の行方

グローバル・フォーラム活動日誌（３－５月）

TPPの未来とは

・ ・ ・

18-06-130　グローバルフオーラム会報第75号.indd   218-06-130　グローバルフオーラム会報第75号.indd   2 2018/06/20   10:09:022018/06/20   10:09:02



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


